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業界マイスターの体験に学ぶ

「実 践 の 染 色 講 座」
オンライン講座
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　令和６年10月に開催された｢実践の染色講座｣は令和７年度も開催が予定されております。受講を検討され
る方は、教材の「実践の染色読本」の受講者割引が実施される可能性がございます。詳しくは年度が変わって
からの日本繊維技術士会ホームページまたは下記問合せ先にてご確認下さい。
　「実践の染色読本」と「実践の染色講座」は実践的な染色加工の貴重な学びの機会ですので、書籍購入と講座
受講をセットでご検討下さい。

⃝講座の趣旨
　本講座では2023年６月に発刊されました「実践の染色読本」を教材として、染色原理・各種繊維の染色技術・
各種加工技術および環境問題を学びます。次世代の染色加工技術を担う、幅広い分野の方々の受講を募集致
します。
　「実践の染色読本」は日本染色加工同業会が80周年記念事業として企画、日本繊維技術士センターが編集・
執筆を担当したもので、染色加工技術分野唯一のノウハウ書です。ぜひ、繊維産業関係者の技術習得（リカ
レント）および染色加工技術者の知識拡大（リスキリング）に、本書を教材にした「実践の染色講座」を受講さ
れるようにお薦めします。
⃝開催日程　令和７年10月
⃝問合せ先　E-mail： jtcc.dye-course@jtcc.or.jp

主催　一般社団法人　日本繊維技術士センター
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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
七

年
の
年
頭
に
当
た
り
、新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
を
経
て
、
社
会
・

経
済
活
動
は
正
常
化
が
進
み
、
経
済
は
緩
や
か
な
回
復

基
調
を
取
り
戻
し
、
企
業
収
益
は
過
去
最
高
を
更
新
す

る
と
と
も
に
、
春
季
労
使
交
渉
で
は
33
年
ぶ
り
の
賃
上

げ
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
長
期
化
す
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
緊
迫
す
る
中
東
情
勢
な
ど
世
界
情

勢
は
混
迷
を
深
め
、
高
止
ま
り
す
る
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
、
続
く
円
安
、
米
中
の
競
争
激
化
、
人
権
問
題
、

脱
炭
素
化
の
加
速
な
ど
、
国
際
政
治
経
済
情
勢
や
地
球

環
境
問
題
等
、
世
界
は
多
く
の
難
し
い
課
題
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。

　

我
々
、
染
色
業
界
と
し
て
は
、
皆
様
方
と
共
に
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
、
着
実
に
前
進
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

染
色
業
界
を
巡
る
状
況

染
色
業
界
を
巡
る
状
況

　

染
色
・
整
理
加
工
業
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
国
内
メ
ー

カ
ー
の
海
外
移
転
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
追
い
上
げ
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
を
背
景
に
、
長
期
間
に
亘
り
下
降
・

停
滞
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
織
物
・
ニ
ッ
ト
生
地
の
染
色
整
理
加
工
状
況

を
金
額
ベ
ー
ス
で
見
る
と
、
２
０
１
７
年
～
１
９
年
で

は
、
対
前
年
比
で
98
～
99
％
台
と
か
ろ
う
じ
て
横
ば
い
、

20
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
81.2
％
と
大
き
く
落
ち
込
み

ま
し
た
が
、
21
年
に
は
漸
く
対
前
年
比
で
105.2
％
と
プ
ラ

ス
に
転
じ
、
23
年
も
104.0
％
で
推
移
し
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
ま
で
回
復

す
る
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
染
料
、

薬
品
、
樹
脂
な
ど
の
原
材
料
価
格
の
値
上
が
り
分
の
コ

ス
ト
は
、
労
務
費
も
含
め
て
加
工
料
金
へ
の
価
格
転
嫁

が
十
分
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
繊
維
産

業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
適
正
な
価
格
転
嫁
に

取
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

　

更
に
、
従
業
員
の
高
齢
化
に
加
え
人
材
確
保
難
、
働

き
方
改
革
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
重
な
り
、
極
め
て
厳

し
い
事
業
運
営
を
強
い
ら
れ
る
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

新
た
な
時
代
へ
の
適
応

新
た
な
時
代
へ
の
適
応

　
政
府
は
６
月
に
閣
議
決
定
し
た「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
2
0
2
4
」に
お
い
て
は
、
賃
上
げ
と

投
資
が
け
ん
引
す
る
成
長
型
経
済
の
実
現
を
目
指
し
て
、

物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
の
定
着
、
構
造
的
価
格
転

嫁
の
実
現
、
成
長
分
野
へ
の
戦
略
的
な
投
資
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
新
技
術
の
徹
底
し

た
社
会
実
装
の
５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
掲
げ
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
構
造
的
な
価
格
転
嫁
で
は
、
新
た
な
商
習

慣
と
し
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
適
切
な
価
格

転
嫁
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
実
現
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
経
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、
繊
維

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
取
組
の
さ
ら
な
る
強
化
に
向
け
、

「
繊
維
産
業
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
等
に
関

す
る
議
論
の
中
間
と
り
ま
と
め
」及
び「
繊
維
製
品
に
お

け
る
資
源
循
環
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
取
り
ま
と
め
、
産
業

と
し
て
進
む
べ
き
具
体
的
な
政
策
の
方
向
性
を
示
す
と

と
も
に
、
繊
維
産
地
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強

靭
化
に
向
け
た
対
応
に
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
日
本
繊
維
産
業
連
盟
に
お
い
て
は
、「
２
０
３
０
年
に

あ
る
べ
き
繊
維
業
界
へ
の
提
言
」を
基
本
方
針
と
し
て
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
取
引
適
正
化
に
向
け
た「
繊

維
産
業
自
主
行
動
計
画
」に
つ
い
て
、
労
務
費
の
適
切
な

転
嫁
に
向
け
た
交
渉
の
あ
り
方
、
原
材
料
費
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
適
切
な
コ
ス
ト
増
加
分
の
全
額
転
嫁
を

目
指
す
取
り
組
み
、
支
払
い
サ
イ
ト
の
短
縮
に
取
り
組

一般社団法人 日本染色協会
会長　後藤 勝則
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む
べ
き
対
応
に
つ
い
て
、
自
主
行
動
計
画
及
び
徹
底
プ

ラ
ン
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

　

我
々
も
、
時
代
の
転
換
点
、
難
局
に
直
面
し
、
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
対
応
や
一
層
の
適
正
取
引
の
推
進
、
コ
ス

ト
負
担
の
適
正
化
、
加
工
料
金
や
取
引
条
件
の
改
善
等
、

ま
た
同
時
に
、
コ
ス
ト
削
減
、
高
品
質
・
高
付
加
価
値

製
品
開
発
、
非
衣
料
分
野
開
拓
、
企
業
間
連
携
、
内
外

の
市
場
開
拓
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
活
用
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ー
へ
の
対
応
な
ど
、
時
代
の
変
化
と
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
不
断
の
挑
戦
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

環
境
環
境
･･
安
全
問
題
へ
の
対
応

安
全
問
題
へ
の
対
応

　
我
々
は
予
て
よ
り
環
境
・
安
全
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
法
令
基
準
を
遵
守
す
る
た
め
に
、
染
色
廃
水
を

適
切
に
処
理
し
産
業
廃
水
と
し
て
排
出
し
て
お
り
ま
す
。

国
内
で
は
法
令
の
見
直
し
も
適
宜
行
わ
れ
て
お
り
、
最
新

の
情
報
を
共
有
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
は
現
状
に
満
足

す
る
こ
と
無
く
、
新
た
な
技
術
の
導
入
も
踏
ま
え
た
、
よ

り
環
境
負
荷
の
少
な
い
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
環
境
・
安
全
に

配
慮
し
た
も
の
作
り
の
推
進
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
技
術
開
発
に
お
い
て
、
産
学
官
の
連
携
は
非

常
に
重
要
な
取
組
と
捉
え
て
お
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

節
水
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
環
境
対
応
等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
技
術
開
発
に
力
を
入
れ
て
ゆ
く
所

存
で
す
。
同
時
に
企
業
間
連
携
も
重
要
と
位
置
付
け
、

技
術
・
環
境
対
策
委
員
会
を
中
心
に
、
会
員
企
業
で
協

力
し
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
と
共
に
、
そ
の
先
の
新

し
い
染
色
整
理
加
工
を
目
指
し
、
新
し
い
技
術
の
確
立

に
尽
力
致
し
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も
重
要
な
課
題
と
位
置
付

け
て
お
り
ま
す
。
C
O
2
排
出
量
の
削
減
の
取
組
で
は
、

達
成
可
能
な
目
標
と
し
て
2
0
3
0
年
度
ま
で
に
46
％

の
削
減
を
掲
げ
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計
画
」

に
参
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
や
Ｊ
－
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
頼
ら
ず
、
自
助
努
力
で
達
成

で
き
る
目
標
と
し
て
設
定
致
し
ま
し
た
。
2
0
2
1

年
度
の
C
O
2
排
出
量
は
71
万
t
と
な
り
、
2
0
1
3

年
度
の
1
1
7
万
t
か
ら
39
％
削
減
致
し
ま
し
た
。

2
0
3
0
年
度
ま
で
に
は
、
生
産
数
量
の
回
復
に
よ
る

増
加
要
因
を
考
慮
し
つ
つ
、
削
減
努
力
に
よ
る
削
減
要

因
を
勘
案
し
、
毎
年
１
％
の
上
乗
せ
が
で
き
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
2
0
3
0
年
度
の
削
減
は

46
％
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

更
に
2
0
5
0
年
に
向
け
て
は
、
使
用
薬
剤
の
回
収
再

利
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
省
エ
ネ
設
備
の
導

入
等
を
含
め
た
様
々
な
対
策
に
よ
り
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

繊
維
製
品
の
資
源
循
環
も
重
要
な
取
組
で
あ
り
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、

繊
維
製
品
或
い
は
繊
維
廃
材
の
再
利
用
・
有
効
利
用
が

広
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
当
協
会
も
染
色
整
理
の

加
工
技
術
を
活
用
し
未
利
用
或
い
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る

資
源
の
有
効
活
用
、
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
バ
イ
オ
P
E
T
等

を
用
い
た
布
帛
へ
の
差
別
化
加
工
、
工
場
で
発
生
す
る

繊
維
廃
材
の
有
効
利
用
等
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
そ
れ

と
共
に
、
環
境
配
慮
設
計
に
関
す
る
標
準
化
や
繊
維
製

品
の
易
資
源
循
環
の
た
め
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
情
報

等
の
資
源
循
環
に
向
け
た
取
組
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
に
貢
献
致
し
ま
す
。

　

環
境
・
安
全
問
題
の
対
応
は
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」や

「
S
D
Gs
」へ
の
対
応
に
繋
が
り
ま
す
。
当
協
会
は
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
た
川
上
・
川
下
と
の
連
携
を

と
り
つ
つ
、
さ
ら
に
国
や
関
係
諸
団
体
と
の
情
報
交
換

も
密
に
し
て
、
今
後
と
も
繊
維
製
品
の
環
境
･
安
全
課

題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

最
後
に

最
後
に

　

染
色
整
理
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
繊
維
産
業
は
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
染
色
整
理
業
は
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
最
も
付
加
価
値
を
創
造
す
る

キ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
で
す
。
従
来
か
ら
培
っ
て
き
た

当
業
界
の
伝
統
と
技
術
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
高
品
質
・

高
感
性
・
高
機
能
の
製
品
を
提
供
す
る
実
力
を
十
分
に

備
え
て
お
り
、
今
ま
で
も
幾
多
の
危
機
を
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。
当
協
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
も

政
府
関
係
機
関
等
へ
の
意
見
・
要
望
、
委
員
会
活
動
や

広
報
・
普
及
事
業
、
情
報
発
信
等
を
中
心
に
事
業
を
遂

行
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
方
の
日
頃
の
ご
努
力
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
染
色
・
整
理
業
に
と
っ
て
、
よ
り
良
き
年
と

な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
七
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

�

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社
会
・
経
済
が
活
気

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
人
手
不
足
や
そ
れ
に
伴

う
生
産
能
力
の
低
下
、
後
継
者
や
十
分
な
人
手
が
確
保
で

き
ず
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
企
業
が
見
ら
れ
る
と
と
も

に
、
大
手
繊
維
メ
ー
カ
ー
が
繊
維
事
業
の
撤
退
を
発
表
す

る
な
ど
、
繊
維
産
業
に
と
っ
て
依
然
と
し
て
厳
し
い
年
と

な
り
ま
し
た
。

　

他
方
で
、
I
T
や
D
X
を
活
用
し
た
生
産
性
の
向
上
、

下
請
取
引
の
適
正
化
や
海
外
を
含
め
た
新
た
な
販
路
の
開

拓
な
ど
に
よ
り
、
収
益
が
改
善
し
た
繊
維
企
業
も
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
本
年
１
月
に
発
災
し
た
能
登
半
島
地
震
に
際
し
、

毛
布
、
テ
ン
ト
シ
ー
ト
、
衣
類
な
ど
の
支
援
物
資
の
供
給

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
敬
意
を
表
す

と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
支
援
が
、
被
災
地
の
復
興
に
向
け

た
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　
我
が
国
の
繊
維
産
業
は
、
こ
れ
ま
で
厳
し
い
国
際
競
争

で
培
わ
れ
て
き
た
技
術
力
、
繊
細
さ
や
表
現
力
に
よ
り
、

私
達
の
日
々
の
暮
ら
し
の
質
を
よ
り
良
く
し
、
生
活
文
化

の
発
展
に
不
断
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
産
業
で
す
。

日
本
の
繊
維
企
業
の
宝
で
あ
る
職
人
の
卓
越
し
た
技
術
、

芸
術
性
、
創
造
性
は
、
世
界
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
革

新
的
な
製
品
を
生
み
出
す
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
は
、
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
業
界
に
と
っ
て
、
新
た

な
挑
戦
の
年
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
繊
維

産
業
が
創
造
す
る
素
晴
ら
し
い
価
値
を
更
に
高
め
、
次
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
解

決
す
べ
き
課
題
に
果
敢
に
立
ち
向
か
え
る
よ
う
に
、
経
済

産
業
省
と
し
て
も
、
今
後
、
６
つ
の
繊
維
産
業
政
策
を
産

学
官
の
力
を
結
集
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
一
に
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

第
一
に
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

対
応
で
す
。

対
応
で
す
。

　
人
手
不
足
へ
の
対
応
を
進
め
る
一
方
で
、
企
業
の
経
営

力
向
上
も
重
要
な
課
題
で
す
。
欧
州
等
の
一
部
の
ア
パ
レ

ル
企
業
で
は
、
既
に
先
行
的
に
人
権
や
環
境
に
配
慮
し
た

製
品
作
り
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
国
際
社
会
に
お
い
て
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
に
向
け
た
法
整
備
や
対
応
等
が
進

展
す
る
中
、
今
後
、
我
が
国
の
繊
維
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル

に
産
業
競
争
力
を
維
持
・
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
企

業
に
よ
る
環
境
配
慮
や
人
権
尊
重
に
向
け
た
取
組
が
不
可

欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
産
業
省
で
は
、
国
内
外
の
繊

維
製
品
に
お
け
る
環
境
配
慮
設
計
の
動
向
を
踏
ま
え
、
繊

維
製
品
の
環
境
配
慮
設
計
項
目
お
よ
び
評
価
基
準
に
つ
い

て
整
理
し
た「
繊
維
製
品
の
環
境
配
慮
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
令
和
６
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
欧

州
等
と
の
制
度
調
和
を
見
据
え
、
引
き
続
き
環
境
配
慮
設

計
の
J
I
S
（
国
内
規
格
）お
よ
び
I
S
O
（
国
際
規
格
）

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
６
月
に

は
、
2
0
4
0
年
度
に
お
け
る
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構

築
や
適
量
生
産
・
適
量
消
費
の
達
成
に
向
け
、
衣
料
品
の

回
収
量
の
増
加
に
向
け
た
制
度
整
備
、
資
源
循
環
シ
ス
テ

ム
構
築
に
資
す
る
技
術
基
盤
の
整
備
、
環
境
配
慮
設
計
の

推
進
、
情
報
開
示
の
推
進
・
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
対
策

の
４
つ
の
項
目
に
関
し
て
、
2
0
3
0
年
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

イ
ヤ
ー
と
し
て
K
P
I
を
定
め
た「
繊
維
製
品
に
お
け
る

資
源
循
環
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
策
定
し
ま
し
た
。
加
え
て
、

繊
維
・
ア
パ
レ
ル
企
業
が
主
体
的
に
情
報
開
示
を
行
え
る

よ
う
、
環
境
配
慮
に
関
す
る
情
報
開
示
の
考
え
方
や
期
待

さ
れ
る
環
境
配
慮
項
目
に
つ
い
て
示
し
た「
繊
維
・
ア
パ

レ
ル
産
業
に
お
け
る
環
境
配
慮
情
報
開
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

第
１
版
」も
併
せ
て
策
定
し
ま
し
た
。今
後
は
、ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
沿
っ
て
、
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
活
用
い
た

だ
き
、
我
が
国
の
繊
維
企
業
の
国
際
競
争
力
の
維
持
・
強

化
に
つ
な
が
る
よ
う
皆
様
と
一
緒
に
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

第
二
に
、
取
引
適
正
化
・

第
二
に
、
取
引
適
正
化
・

労
働
環
境
の
更
な
る
整
備
で
す
。

労
働
環
境
の
更
な
る
整
備
で
す
。

　
引
き
続
き
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
、
製
造

コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
価
格
転
嫁
が

十
分
に
で
き
て
い
な
い
繊
維
企
業
も
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
国
内
の
繊
維
企
業
に
お
け
る
人
手
確
保
の
た

め
に
も
賃
上
げ
は
重
要
で
あ
り
、
繊
維
産
業
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
各
工
程
に
お
け
る
賃
上
げ
の
原
資
確
保
の
た

め
に
も
、適
正
な
取
引
、適
正
な
利
潤
の
確
保
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
繊
維
産
業
に
お
け
る
人
権
配
慮
・
労
働

環
境
の
適
正
化
に
向
け
、「
繊
維
産
業
に
お
け
る
企
業
行

経済産業省製造産業局
生活製品課 課長　髙木 重孝
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動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」と「
責
任
あ
る
企
業
行
動
実
施
宣
言
」、

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」の
徹
底
に
、
業
界
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
て
も
、

自
社
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
問
題
が
な
い
か
、
今
一
度

点
検
し
て
い
た
だ
き
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
法

令
遵
守
、
適
正
な
価
格
転
嫁
の
取
組
が
一
層
進
む
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
推
奨
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
、
特
別
高
圧
で
受
電
す
る
中
小
企
業
等
向

け
の
電
気
代
支
援
等
の
対
策
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
電

力
使
用
量
が
最
も
多
い
１
月
か
ら
３
月
の
電
気
・
都
市
ガ

ス
代
の
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
三
に
、
繊
維
産
業
に
お
け
る

第
三
に
、
繊
維
産
業
に
お
け
る

人
材
不
足
の
解
消
で
す
。

人
材
不
足
の
解
消
で
す
。

　
繊
維
産
業
は
、
多
く
の
外
国
人
技
能
実
習
生
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
労
働
関
係
法
規
な
ど
の
違

反
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
繊

維
産
業
連
盟
と
共
同
で
設
置
し
た「
繊
維
産
業
技
能
実
習

事
業
協
議
会
」を
通
じ
て
非
加
盟
企
業
に
対
す
る
働
き
か

け
等
の
取
組
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
組
の

結
果
、
令
和
６
年
９
月
末
よ
り
、
追
加
要
件
を
課
し
た
上

で
特
定
技
能
制
度
に「
繊
維
業
」が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
追

加
要
件
の
う
ち
、
特
に「
国
際
的
な
人
権
基
準
に
適
合
し

て
事
業
を
行
う
こ
と
」へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
繊
維
産
業
の

監
査
要
求
事
項
・
評
価
基
準
で
あ
る「
J
A
S
T
I
」の
策

定
及
び
第
三
者
監
査
制
度
と
し
て
運
用
開
始
に
向
け
、
対

応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
人
手
不
足
に
悩
む
中
小

企
業
等
の
売
上
拡
大
や
生
産
性
向
上
を
後
押
し
す
る
た
め
、

カ
タ
ロ
グ
か
ら
汎
用
製
品
を
選
ん
で
行
う
よ
う
な
簡
易
な

プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金
や
、
も

の
づ
く
り
補
助
金
等
に
よ
る
生
産
設
備
の
自
動
化
等
の
支

援
策
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、是
非
と
も
御
活
用
下
さ
い
。

第
四
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

第
四
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

強
靱
化
で
す
。

強
靱
化
で
す
。

　

従
業
員
の
高
齢
化
・
人
手
不
足
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
、
取
引
先
等
の
生
産

拠
点
が
海
外
移
転
す
る
こ
と
の
影
響
等
に
よ
り
、
国
内
繊

維
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
、
毀
損
リ
ス
ク
が
顕
在

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
経
済
産
業
省
で
は
、
令
和

６
年
10
月
よ
り「
繊
維
産
地
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

強
靱
化
に
向
け
た
対
応
検
討
会
」を
設
置
し
、
繊
維
産
地

に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭
化
に
向
け
た
円
滑
な

事
業
承
継
や
価
値
の
向
上
等
の
た
め
の
環
境
整
備
を
図
る

べ
く
議
論
を
進
め
て
お
り
、
年
度
内
に
は
、
そ
の
方
向
性

を
お
示
し
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
検
討
会
を
通
じ
て
、
国

内
の
繊
維
産
業
に
お
け
る
持
続
可
能
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

第
五
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
・

第
五
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
D
X
D
X
のの

推
進
で
す
。

推
進
で
す
。

　
近
年
、
新
た
な
販
売
チ
ャ
ネ
ル
で
あ
る
E
C 

サ
イ
ト
を

通
じ
て
、
消
費
者
と
の
直
接
的
な
接
点
を
持
つ
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上
や
新
た
な
顧

客
層
の
開
拓
に
取
り
組
む
繊
維
企
業
や
、
生
産
性
向
上
の

た
め
、
産
地
の
繊
維
企
業
が
連
携
し
て
D
X
に
取
り
組
む

事
例
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
I
T
導
入
補
助
金
等
の
支
援

策
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
繊
維
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
産

地
で
の
D
X
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

第
六
に
、
海
外
需
要
の
獲
得
で
す
。

第
六
に
、
海
外
需
要
の
獲
得
で
す
。

　

衣
料
品
等
の
国
内
市
場
規
模
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、

繊
維
企
業
・
産
地
が
競
争
力
を
維
持
・
強
化
し
て
い
く
た

め
に
は
、
輸
出
の
割
合
が
高
い
生
地
に
加
え
て
、
独
自
の

技
術
や
デ
ザ
イ
ン
を
活
か
し
た
衣
料
品
等
の
最
終
製
品
を

製
造
し
、
海
外
需
要
の
新
た
な
販
路
を
開
拓
す
る
こ
と
も

重
要
に
な
り
ま
す
。
海
外
市
場
へ
の
展
開
で
は
、
日
本
貿

易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）や
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構（
中

小
機
構
）が
一
体
と
な
り
、
全
国
の
商
工
会
・
商
工
会
議

所
等
と
連
携
し
、
新
た
に
輸
出
に
挑
戦
す
る
中
堅
・
中
小

企
業
を
支
援
す
る「
新
規
輸
出
１
万
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆
様
に
対
し
情
報
提
供
や

活
用
可
能
な
ツ
ー
ル
の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
通
商
交

渉
・
二
国
間
協
力
等
に
加
え
、
日
本
製
品
の
価
値
の
向
上

に
向
け
た
環
境
整
備
に
取
り
組
む
な
ど
、
海
外
市
場
開
拓

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
獲
得
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
経
済
産
業
省
と
し
て
は
、
繊
維
産
業
の
皆
様
と
密
に
意

見
交
換
を
図
り
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
な
様
々

な
施
策
を
総
動
員
し
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て
前
向
き
か
つ

意
欲
的
に
取
り
組
む
事
業
者
の
皆
様
方
を
応
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
御
理
解
・
御
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
、
日
本
染
色
協
会

様
を
始
め
、
我
が
国
の
繊
維
産
業
が
大
き
な
変
革
の
時
代

を
乗
り
越
え
、 

飛
躍
す
る
一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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は
じ
め
に

　
2
0
2
4
年
の
1
、
2
⽉
号
で
、
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト（
以
後
I
J
）プ
リ
ン
ト
は
将
来
伝

統
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
た
が
、
道
は

ま
だ
遠
そ
う
で
あ
る
。
筆
者
が
初
め
て
I
J
プ

リ
ン
ト
に
出
会
っ
た
の
は
1
9
9
0
年
代
の
終

わ
り
頃
だ
っ
た
が
、
当
時
発
注
者
側
に
は
コ
ス

ト
的
に
も
商
品
的
に
も
ア
ナ
ロ
グ
プ
リ
ン
ト
に

代
替
す
る
利
点
は
感
じ
ら
れ
ず
、
そ
の
後
利
⽤

す
る
機
会
が
な
い
ま
ま
2
0
1
7
年
に
業
界
を

引
退
し
て
し
ま
っ
た
。

　
2
0
1
7
年
当
時
、
I
J
プ
リ
ン
ト
は「
誰

で
も
、
簡
単
に
、
早
く
、
安
価
に
、
必
要
な
メ
ー

タ
ー
数
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
環
境
に

も
優
し
い
」と
⼤
き
く
広
告
さ
れ
て
い
た
の
で
、

簡
単
に
テ
キ
ス
タ
イ
ル
作
品
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
た
が
、
そ
う
簡
単
に
作
っ
て
く
れ

る
企
業
は
⾒
つ
か
ら
ず
、
基
礎
か
ら
学
ぶ
こ
と

に
な
っ
た
。

　
I
J
プ
リ
ン
タ
ー
の
基
盤
技
術
は
、
染
料
を

イ
ン
ク
に
す
る
技
術
、
イ
ン
ク
滴
の
⼤
き
さ
や

印
刷
の
速
さ
を
制
御
す
る
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
、

ヘ
ッ
ド
か
ら
イ
ン
ク
を
ど
の
よ
う
に
噴
出
さ
せ

て
メ
デ
ィ
ア
に
定
着
さ
せ
る
か
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
の
3
つ
で
あ
る
。
紙
に
印
刷
す
る
こ
と
が
⽬

的
で
開
発
さ
れ
た
が
、
イ
ン
ク
噴
出
側
の
技
術

は
同
じ
な
の
で
メ
デ
ィ
ア
を
看
板
、
建
材
、
⾷

品
、
⾷
器
、
そ
し
て
テ
キ
ス
タ
イ
ル
へ
と
広
げ

て
い
っ
た
。
現
在
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
電
⼦
回

路
、
バ
イ
オ
印
刷
、
3
D
造
形
な
ど
に
も
応
⽤

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
テ
キ
ス
タ
イ
ル
は
数
あ

る
メ
デ
ィ
ア
の
1
つ
で
し
か
な
い
。

　
こ
の
I
J
プ
リ
ン
タ
ー
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場

は
全
世
界
で
あ
り
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
I
J
プ
リ

ン
タ
ー
に
限
っ
て
も
繊
維
業
界
、
ア
パ
レ
ル
業

界
、
起
業
家
、
印
刷
会
社
や
⼩
売
店
で
あ
る
。

⽇
本
の
繊
維
業
界
は
世
界
の
中
の
1
市
場
の
中

の
1
業
界
な
の
で
あ
る
。I
J
プ
リ
ン
タ
ー
メ
ー

カ
ー
の
販
売
担
当
者
は
、
⽇
本
の
繊
維
・
ア
パ

レ
ル
業
界
の
⾮
効
率
な
流
通
の
⻑
さ
、
分
業
の

複
雑
さ
と
い
う
特
異
性
を
あ
げ
、
そ
れ
が
I
J

プ
リ
ン
タ
ー
の
普
及
を
阻
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
確
か
に
⽇
本
の
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
業
界
の
流

通
は
複
雑
な
分
業
体
制
を
続
け
て
き
た
。
今
世

紀
に
⼊
り
そ
の
流
通
は
分
断
と
再
編
が
は
じ

ま
っ
た
が
、
効
率
的
に
な
っ
た
と
は
⾔
い
が
た

い
。
本
稿
で
は
⽇
本
の
流
通
が
欧
⽶
と
違
い
、

多
品
種
⼩
ロ
ッ
ト
商
品
の
分
業
体
制
と
な
っ
た

歴
史
的
背
景
を
振
り
返
り
、
そ
の
業
界
の
中
で

⼩
ロ
ッ
ト
⽣
産
に
適
す
る
I
J
プ
リ
ン
ト
の
活

⽤
の
可
能
性
を
探
る
。

和
装
流
通（
20
世
紀
前
半
）と

洋
装
流
通（
20
世
紀
後
半
）

　
産
業
⾰
命
後
の
欧
⽶
を
⾒
る
と
⼤
衆
品
は
常

に
⼤
量
⽣
産
品
だ
っ
た
。
欧
州
は
流
⾏
を
牽
引

す
る
富
裕
層
向
け
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
が
オ
ー
ト

ク
チ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
残
っ
た
が
、
⽶
国
は
そ

の
欧
州
の
流
⾏
を
国
内
で
⼤
量
⽣
産
し
低
価
格

で
販
売
し
続
け
た
。
国
内
の
製
造
コ
ス
ト
が
上

が
る
と
、
ま
ず
ア
パ
レ
ル
製
造
業
者
が
海
外
か

ら
安
い
繊
維
を
輸
⼊
し
、
次
に
⼩
売
業
者
が
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド（
P
B
）製
品
を
海
外

で
⼤
量
⽣
産
し
て
輸
⼊
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
常
に
コ
ス
ト
低
減
が
⽬
標
だ
っ
た
。

　
⼀⽅⽇


本
は
19
世
紀
後
半
の
産
業
⾰
命
以
来
、

繊
維
輸
出
が
外
貨
を
稼
ぐ
柱
と
な
っ
た
が
、
⽇

本
の
⼤
衆
が
着
て
い
た
⼩
⼱
の
和
装
品
は
輸
出

⽤
に
⼤
量
⽣
産
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
国
内

向
け
に
作
ら
れ
た
多
品
種
⼩
ロ
ッ
ト
品
だ
っ
た
。

特
に
明
治
以
降
に
⼤
衆
へ
の
着
⽤
が
許
さ
れ
た

絹
や
そ
の
代
替
品
は
⽇
本
各
地
の
産
地
で
素
材
、

模
様
、
⾊
に
こ
だ
わ
っ
て
⽣
産
さ
れ
た
。
和
装

は
反
物
の
状
態
で
消
費
者
に
販
売
さ
れ
て
い
た

の
で
i
、
⽣
地
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
流

⾏
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
必
然
的
に
多
品
種
⼩

ロ
ッ
ト
品
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
紡
績
、
製
⽷
、
合
繊
メ
ー
カ
ー
は
20
世
紀
を

ファッション流通と
インクジェットプリント

法政⼤学国際⽇本学研究所（兼任）経営学部　岡本 慶⼦
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と
お
し
て
輸
出
品
を
中
⼼
と
し
た
⼤
量
⽣
産
に
注
⼒
し

て
お
り
、
国
内
向
け
の
細
か
い
付
加
価
値
商
品
の
⽣
産

流
通
は
資
本
を
持
つ
四
⼤
集
散
地
の
問
屋
や
商
社
ⅱ
が
中

⼼
と
な
っ
て
い
た
。
四
⼤
集
散
地
の
中
で
京
都
は
前
時
代

か
ら
全
国
の
絹
織
物
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
⾼
級

品
を
得
意
と
し
、
そ
の
他
の
集
散
地
は
原
料
の
輸
⼊
や

輸
出
も
含
め
て
取
扱
量
も
多
く
、
特
に
⼤
阪
は
綿
関
係
、

名
古
屋
は
⽺
⽑
、
そ
れ
と
販
売
の
中
⼼
地
東
京
で
あ
っ
た
。

　

戦
後
に
は
多
く
の
和
装
⽤
呉
服
の
産
地
は
新
し
い
合

成
繊
維
も
取
り
⼊
れ
て
広
⼱
服
地
へ
と
発
展
し
た
。
産

地
の
多
く
は
輸
出
に
専
⼼
す
る
紡
績
・
合
繊
メ
ー
カ
ー

の
⽣
産
調
整
の
た
め
の
下
請
と
、
国
内
向
け
和
装
⼩
⼱

と
洋
装
広
⼱
を
取
扱
っ
た
が
、
国
内
流
通
は
戦
前
同
様
、

問
屋
・
商
社
が
中
⼼
だ
っ
た
。
戦
前
か
ら
和
装
の
⼿
の

込
ん
だ
多
品
種
⼩
ロ
ッ
ト
品
で
⽬
の
肥
え
た
⽇
本
⼈
は
、

洋
装
に
な
っ
て
も
⽣
地
を
重
要
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
選

択
肢
の
1
つ
と
し
て
⾒
極
め
、
製
品
に
は
オ
ー
ト
ク

チ
ュ
ー
ル
並
み
の
縫
製
技
術
を
追
い
求
め
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
の
時
代
を
経
て
、
1
9
7
0

年
代
に
ア
パ
レ
ル
製
造
業
者
が
多
数
参
⼊
し
ⅲ
、
⼆
次

製
品（
既
製
服
）問
屋
も
加
わ
り
、
和
装
時
代
の
繊
維
流

通
は
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
流
通
へ
と
⻑
く
複
雑
に
な
っ
た
。

ア
パ
レ
ル
製
造
業
者
は
パ
リ
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
を

参
考
に
、
百
貨
店
ブ
ラ
ン
ド
や
⾃
社
ブ
ラ
ン
ド
、
ラ
イ

セ
ン
ス
契
約
品
な
ど
、
独
⾃
の
型
紙
や
縫
製
仕
様
を
研

究
し
、
⽣
地
・
付
属
を
購
⼊
し
て
⾃
社
⼯
場（
ま
た
は
協

⼒⼯

場
）で
縫
製
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
材
料
で
あ
る

⽣
地
の
在
庫
を
抱
え
る
問
屋
の
存
在
は
⼤
変
便
利
だ
っ

た
と
い
え
る
。

　

洋
装
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
⼼
を
持
つ
⼤
衆
が
増
加
す

る
と
、
ア
パ
レ
ル
製
造
業
者
の
販
売
先
は
百
貨
店
や
専

⾨
店
の
他
に
チ
ェ
ー
ン
店
や
量
販
店
に
広
が
っ
た
。
国

内
の
景
気
が
良
い
た
め
に
、
彼
ら
は
海
外
に
市
場
を
求

め
る
こ
と
も
、
⽣
産
ロ
ッ
ト
を
ま
と
め
て
コ
ス
ト
削
減

を
⽬
指
す
こ
と
も
無
く
、
他
社
と
差
別
化
す
る
た
め
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
細
分
化
し
、
ブ
ラ
ン
ド
を
増
や
し
、

そ
れ
ま
で
以
上
に
多
品
種
⼩
ロ
ッ
ト
の
品
揃
え
を
好
ん

だ
。
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
独
⾃
性
を
出
す
た
め
に
⾼
品
質
、

⾼
価
格
、
⼩
ロ
ッ
ト
の
織
物
や
染
物
の
別
注
を
好
む
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
す
る
1
9
9
0
年
代
に

な
る
と
、
製
品
の
売
り
上
げ
が
悪
い
と
い
っ
て
発
注
し

た
⽣
地
を
引
取
拒
否
し
た
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
し
た

た
め
、
問
屋
・
商
社
は
コ
ス
ト
負
担
に
よ
り
疲
弊
し
て

い
っ
た
。
同
時
期
に
⽶
国
G
A
P
の
⽇
本
上
陸
が
あ
り
、

そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
ⅳ
を
参
考
に
し
て
中
国
産
の
低
価

格
⼤
量
⽣
産
品
を
揃
え
た（
株
）フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ

ン
グ
の
ユ
ニ
ク
ロ
の
旗
艦
店
出
店
が
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア

製
品
は「
品
質
が
悪
い
、
だ
か
ら
安
い
、
そ
し
て
そ
の
よ

う
な
も
の
を
着
⽤
し
て
は
恥
ず
か
し
い
」と
い
っ
た
否
定

的
な
⾵
潮
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
G
A
P
と
ユ
ニ
ク
ロ

が
そ
れ
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
イ
メ
ー
ジ
に
変
え
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
2
0
0
0
年
以
降
ア
パ
レ
ル

製
造
業
者
が
次
々
と
低
価
格
品
を
求
め
て
海
外
⽣
産
に

進
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
問
屋
・
商
社
と

と
も
に
国
内
の
繊
維
製
造
業
者
、
ア
パ
レ
ル
製
造
業
者

も
減
少
し
て
い
き
、
業
界
の
分
断
、
短
縮
が
始
ま
る
。

海
外
⽣
産
と
流
通
の
分
断（
21
世
紀
）

　

⽇
本
が
進
出
し
た
当
時
、
中
国
に
は
⽶
国
の
並
品
質

の
低
価
格
⼤
量
⽣
産
品
を
製
造
す
る
⼤⼯

場
ば
か
り
で
、

多
品
種
⼩
ロ
ッ
ト
品
を
製
造
す
る
⼯
場
は
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
中
国
⼯
場
は
数
年
の
う
ち
に

⽇
本
語
が
で
き
る
営
業
を
揃
え
て
⼩
ロ
ッ
ト
対
応
を
は

じ
め
、
価
格
を
下
げ
る
と
い
う
条
件
で
、
常
に
⽇
本
側

の
販
売
予
定
数
量
を
少
し
上
回
る
数
字
を
最
低
ロ
ッ
ト

と
し
て
提
⽰
し
て
き
た
。
結
果
そ
の
後
の
過
剰
発
注
、

過
剰
在
庫
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
中
国
⼯
場
は
⽇
本
の
縫
製
⼯
場
と
違
い
、
仕

様
書
と
⽣
地
⾒
本
が
あ
れ
ば
型
紙
作
成
や
⽣
地
・
付
属

⼿
配
か
ら
製
品
縫
製
ま
で
⾏
う
⼀
貫
サ
ー
ビ
ス
が
基
本

だ
っ
た
。
中
に
は
、
作
り
た
い
商
品
の
購
⼊
サ
ン
プ
ル

だ
け
で
完
成
品
を
⽣
産
す
る
⼯
場
も
で
き
た
。
そ
の
た

め
、
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
に
詳
し
く
な
い
企
業
の
参
⼊
障

壁
が
低
く
な
り
、
近
年
は
S
P
A
と
称
し
て
⼩
売
業
の

P
B
製
造
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
反
⾯
、
国
内
に
⾃

社
縫
製
⼯
場
を
保
持
し
、
⾼
品
質
製
品
を
提
供
し
て
き

た
ア
パ
レ
ル
製
造
業
者
は
海
外
⼯
場
へ
の
移
転
に
出
遅

れ
、
価
格
競
争
⼒
を
保
持
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
そ
れ
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ま
で
に
積
み
上
げ
て
き
た
品

質
の
良
い
製
品
づ
く
り
は
重

要
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
v
。

　

参
考
ま
で
に
、
海
外
⽣
産

を
始
め
た
当
時
の
⽇
本
の
ア

パ
レ
ル
と
⽶
国
の
⽣
産
枚
数

を
⽐
較
す
る
と
表
1
の
様
に

な
る
。

　

流
⾏
に
左
右
さ
れ
や
す
い

婦
⼈
物
の
⽣
産
量
は
紳
⼠

物
に
⽐
較
し
て
少
な
め
だ

が
、
そ
れ
で
も
⽶
国
の
1
万

枚
に
対
し
、
⽇
本
の
量
販
店

で
2
0
0
0
－
3
0
0
0
枚
、

百
貨
店
向
け
中
規
模
ア
パ
レ

ル
で
1
型
3
配
⾊
2
0
0
－

3
0
0
枚
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

性
の
⾼
い
ア
イ
テ
ム
や
⼩
規

模
ア
パ
レ
ル
で
は
30
－
1
0
0
枚
だ
っ
た
。
当
時
、
⽇

本
国
内
で
の
最
低
染
⾊
ロ
ッ
ト
は
6
⽦（
約
3
0
0
m
）

×
3
⾊
=
18
⽦
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
、
中
規
模
ア
パ
レ

ル
の
⽣
産
量（
例
：
1
⾊
1
0
0
枚
×
要
尺
3
m
と
し
て

=
3
0
0
m
）で
最
低
ロ
ッ
ト
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
後
の
2
0
2
2
年
に
数
件
の
問
屋
、

染
⾊⼯

場
に
話
を
聞
く
と
、
最
近
は
本
発
注
で
も
1
⽦

か
ら
ア
ッ
プ
チ
ャ
ー
ジ
で
加
⼯
を
受
け
て
い
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
以
前
に
も
増
し
て
ロ
ッ
ト
が
縮
⼩
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
流
通
が
分
断
、
短
縮
し
た
こ

と
で
今
ま
で
繊
維
製
造
や
染
⾊
に
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ

た
ア
パ
レ
ル
・
⼩
売
業
者
と
繊
維
製
造
業
が
直
接
会
話

を
始
め
た
こ
と
で
発
⽣
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
。
と
い
う
の
は
ア
パ
レ
ル
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
⽣
地

を
ア
パ
レ
ル
製
品
の「
材
料
」と
し
て
⾒
て
い
る
。
彼
ら

は
学
校
で
洋
服
の
型
紙
制
作
や
縫
製
仕
様
な
ど
は
詳
し

く
学
ん
で
い
る
が
、
繊
維
製
造
や
染
⾊
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
学
ん
で
い
な
い
。ア
パ
レ
ル
製
造
の
知
識
が
あ
っ

て
も
そ
れ
を
繊
維
製
造
に
は
応
⽤
で
き
な
い
。「
パ
リ
ッ

と
し
た
⽣
地
で
ふ
わ
っ
と
さ
せ
た
い
」と
い
う
よ
う
に
感

性
で
⽣
地
を
探
す
。
⼀⽅

、
繊
維
製
造
業
の
技
術
者
は

⽷
や
⽣
地
を
繊
維（fiber

）レ
ベ
ル
で
⾒
て
お
り
、
数
値

で
管
理
し
て
い
る
。
両
者
は
繊
維
製
造
に
関
す
る
共
通

の
⾔
語
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
問
屋
・
商
社
が

⼆
者
の
間
に
存
在
し
た
時
は
、
現
場
か
ら
学
ん
だ
営
業

や
学
校
で
染
織
を
学
ん
だ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
意
思
疎
通
を
補
助
し
て
い
た
が
、
現
在
は
多
く
が
不

在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
⼯
場
側
が
⼩
ロ
ッ

ト
⽣
産
は
不
採
算
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
ア
ッ
プ

チ
ャ
ー
ジ
を
明
確
に
設
定
し
た
が
、「
ア
ッ
プ
チ
ャ
ー
ジ

を
⽀
払
っ
て
い
る
か
ら
O
K
」、「
受
注
し
て
く
れ
る
か

ら
O
K
」と
な
り
、
そ
こ
か
ら「
1
⽦
加
⼯
は
何
の
問
題

も
な
い
当
然
の
ロ
ッ
ト
」と
い
う
理
解
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。

　

経
済
産
業
省
が
発
表
し
て
い
る「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

未
来
に
関
す
る
報
告
書
」ⅵ
な
ど
を
⾒
て
も
、
受
注
⽣
産
、

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
必
要
な
量
だ
け
を
逐
次
⽣
産
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
繊
維
製
造
が
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
は
、
1
9
9
0
年
代
に
Q
R
（
ク
ィ
ッ
ク
レ

ス
ポ
ン
ス
：
売
れ
⾏
き
を
確
認
し
て
か
ら
製
品
を
製
造
す

る
）が
推
奨
さ
れ
た
時
に
も
繊
維
の
製
造
や
在
庫
負
担
者

に
つ
い
て
検
証
さ
れ
る
こ
と
無
く
定
着
し
な
か
っ
た
こ
と

と
重
な
る
。

　

新
規
参
⼊
者
の
多
い
I
J
プ
リ
ン
ト
T
シ
ャ
ツ
の
オ

ン
デ
マ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
、「
⽔
を
使
わ
ず
、
在
庫
も

持
た
ず
、
必
要
な
時
に
必
要
な
数
量
を
⽣
産
で
き
る
の

で
環
境
に
優
し
い
」と
⾔
い
な
が
ら
、
⽷
や
⽣
地
の
⽣
産
、

リ
ー
ド
タ
イ
ム
や
在
庫
、
そ
れ
に
T
シ
ャ
ツ
の
在
庫
負

担
に
つ
い
て
は
⼀
切
⾔
及
さ
れ
て
い
な
い
。
意
図
的
に
不

都
合
な
部
分
を
表
明
し
な
い
と
も
取
れ
る
が
、
当
時
者

と
会
話
を
し
て
み
る
と
そ
こ
ま
で
考
え
が
及
ん
で
い
な

い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
さ
ら
に
、
今
ま
で
個
⼈
レ
ベ
ル

で
⽣
産
が
難
し
か
っ
た
フ
ェ
ス
T
シ
ャ
ツ
や
推
し
グ
ッ

ズ
な
ど
が
I
J
プ
リ
ン
ト
で
⽣
産
さ
れ
、
廃
棄
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
も
ほ
と
ん
ど
⽬
は
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
⼩
売
業
者
側
が
発
す
る
企
業
の
社
会
的

責
任
に
関
す
る
取
り
組
み
は
⽬
に
⼊
り
や
す
い
が
、
こ

れ
ら
が
今
後
ど
の
よ
う
に
繊
維
業
界
ま
で
つ
な
が
っ
て

い
く
の
か
と
い
う
点
が
ほ
と
ん
ど
⾒
え
て
こ
な
い
。
そ

れ
は
、
発
信
者
が
繊
維
製
造
か
ら
始
ま
る
流
通
を
理
解

で
き
て
い
な
い
か
、
⼜
は
意
識
が
及
ん
で
い
な
い
こ
と

表1．⽇⽶⽣産枚数⽐較表（2005年頃）

⽶国アパレル⼩売 PB 紳⼠カジュアルシャツ １型 60万枚／年
⽶国アパレル⼩売 PB 婦⼈カジュアルシャツ １型 １万枚／シーズン
⽇本量販店紳⼠カジュアルシャツ １型 ５万枚／年
⽇本量販店婦⼈カジュアルシャツ １型 2000-3000枚/シーズン
⽇本百貨店向婦⼈服　　　　　　 １型 200-300枚／シーズン（中規模）
　　　　　　　　　　　　　　　 １型 30-100枚／シーズン（⼩規模）



-　9　-

が
原
因
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
。
⼀⽅

で
繊
維
製
造

側
の
発
信
は
あ
ま
り
⽬
に
す
る
機
会
が
な
い
。

　
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
の
流
通
の
複
雑
さ
や
コ
ス
ト
⾼
は
問

屋
・
商
社
が
原
因
だ
と
⾔
わ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
国
産

が
主
流
だ
っ
た
20
世
紀
末
ま
で
は
不
可
⽋
な
存
在
だ
っ

た
。
21
世
紀
に
⼊
っ
て
こ
の
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
製
造
業
は

分
断
化
し
、
さ
ら
に
ア
パ
レ
ル
製
造
⼩
売
と
そ
の
消
費

者
が
加
わ
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
流
通
に
再
編
さ
れ
た
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
業
界
全
体
が
効
率
化
し
た
と
か
、
意
思

疎
通
が
進
ん
だ
様
⼦
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
多
品
種

⼩
ロ
ッ
ト
化
が
⼀
層
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
⼩
ロ
ッ
ト
⽣
産
を
得
意
と
す
る
テ
キ
ス
タ
イ
ル
I
J

プ
リ
ン
ト
を
活
⽤
で
き
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

I
T
M
A
2
0
2
3

（
ミ
ラ
ノ
繊
維
関
連
機
械
国
際
⾒
本
市
）

　
一
昨
年
ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
た
I
T
M
A
2
0
2
3
を

視
察
し
た
折
、
I
J
プ
リ
ン
タ
ー
の
展
⽰
品
の
半
数
以

上
は
顔
料
プ
リ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
前
後
処
理

が
不
要
な
も
の
や
イ
ン
ラ
イ
ン
で
そ
の
前
後
処
理
を
⾏

う
も
の
が
あ
り
、
環
境
負
荷
が
低
い
こ
と
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
た
。
プ
リ
ン
ト
⾒
本
は
ブ
ロ
ー
ド
、
ポ
プ
リ
ン
、
サ

テ
ン
な
ど
の
表
⾯
が
フ
ラ
ッ
ト
な
定
番
素
材
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
た
め「
I
J
プ
リ
ン
タ
ー
メ
ー
カ
ー
は
今
後
、
全

て
の
プ
リ
ン
ト
を
環
境
負
荷
の
低
い
顔
料
I
J
プ
リ
ン

ト
に
置
き
換
え
、
⼤
量
⽣
産
，
低
価
格
の
⼤
衆
品
の
⽣

産
を
⽬
指
そ
う
と
し
て
い
る
」と
受
け
取
っ
た
。
と
こ
ろ

が
注
意
し
て
み
る
と
、
⼤
量
⽣
産
、
低
価
格
を
得
意
と

す
る
⾼
速
機
の
シ
ン
グ
ル
パ
ス
プ
リ
ン
タ
ー
や
⼤
型
ス

キ
ャ
ン
機
の
展
⽰
が
少
な
く
、
顔
料
イ
ン
ク
が
⾼
価
格
と

い
う
こ
と
も
あ
り
低
価
格
品
を
⽬
指
し
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
、
低
速
機
で
⾼
品
質
、
⾼
価
格
、

⼩
ロ
ッ
ト
⽣
産
の
顧
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
と
も

受
け
取
れ
ず
、
曖
昧
な
打
出
し
だ
っ
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
I
J
プ
リ
ン
タ
ー
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
、
プ
リ
ン
タ
ー
を
購
⼊
し
て
く
れ
る
⼈
で
あ
れ
ば
誰

で
も
良
い
し
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
の
だ
。
つ
ま
り
、
⽇
本
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
流
通
は
、
⾃
ら
I
J
プ
リ
ン
タ
ー
を
活

⽤
し
て
利
益
を
出
す
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
考
え
出
さ
な

け
れ
ば
、
メ
ー
カ
ー
は
⾒
切
り
を
つ
け
て
⽇
本
市
場
か

ら
撤
退
す
る
の
だ
ろ
う
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
が
適
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

テ
キ
ス
タ
イ
ル
I
J
プ
リ
ン
ト
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

　

現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
I
J
プ
リ

ン
ト
に
限
っ
て
サ
ン
プ
ル
作
成
を
試
み
た
。
理
由
は
、

I
J
プ
リ
ン
ト
T
シ
ャ
ツ
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
別
の

流
⾏
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
今
後
⽇
本
⼈
全
員
が

I
J
プ
リ
ン
ト
T
シ
ャ
ツ
だ
け
を
着
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

無
駄
な
製
造
や
廃
棄
が
減
少
し
、
環
境
に
優
し
い
時
代

が
来
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
1
0
0
年
以
上
に
わ
た
り

多
品
種
⼩
ロ
ッ
ト
品
を
好
み
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し

ん
で
き
た
⽇
本
⼈
が
、
近
い
将
来
、
T
シ
ャ
ツ
だ
け
で

満
⾜
す
る
よ
う
に
な
る
と
は
思
え
な
い
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
I
J
プ
リ
ン
ト
可
能
な
⽣
地
⼿
配
の

で
き
る
問
屋
2
社
を
訪
問
し
た
。
2
社
と
も
着
分
や
⼩

ロ
ッ
ト
オ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
、
⽣
地
代
、
カ
ッ
ト
代
、

マ
ス
⾒
本
作
成
代
等
が
詳
細
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
ロ

ス
や
経
費
は
す
べ
て
現
物
販
売
時
点
で
回
収
し
よ
う
と

し
て
い
る
様
⼦
か
ら
、
こ
こ
で
も
近
年
の
注
⽂
が
以
前

に
増
し
て
⼩
ロ
ッ
ト
化
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
た
。

　

1
社
⽬
は
、
素
材
、
染
⾊
技
法
、
数
量
、
模
様
、
予

算
な
ど
、
企
画
概
要
を
提
⽰
し
な
い
と
プ
リ
ン
ト
⼯
場

が
決
ま
ら
な
い
の
で
⽣
産
⼿
順
の
説
明
は
で
き
な
い
、

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
詳

し
い
説
明
が
無
か
っ
た
の
で
諦
め
た
。
2
社
⽬
で
説
明

さ
れ
た
I
J
プ
リ
ン
ト
の
⽣
産
⼿
順
は
以
下
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
。

⃝
図
案
は
デ
ー
タ
に
し
て
メ
ー
ル
で
送
付

⃝�

希
望
の
配
⾊
は
紙
で
指
⽰
し
宅
配
便
で
送
付（
詳
細
は

電
話
で
打
合
せ
）

⃝�

マ
ス
⾒
本
は
1
0
0
⾊
程
度
を
限
度
と
す
る（
⽣
地
代

は
有
料
）

⃝�

I
J
プ
リ
ン
ト
を
10
ｍ
⽣
産
す
る
場
合
、
ア
ッ
プ

チ
ャ
ー
ジ
を
考
え
る
と
1
反
⽣
産
し
た
⽅
が
割
安

　
I
J
プ
リ
ン
ト
は
ア
ナ
ロ
グ
プ
リ
ン
ト
よ
り
効
率
的

に
⽣
産
が
で
き
る
と
い
う
認
識
だ
っ
た
が
、
そ
の
様
⼦

が
全
く
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。図
案
や
そ
の
配
⾊
を
デ
ー
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タ
で
送
付
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紙
の
⾊
を
送
付
し

た
り
、
ア
ナ
ロ
グ
時
で
は
考
え
ら
れ
な
い
⼤
量
の
マ
ス

⾒
本
を
取
っ
た
り
、
染
⾊
現
場
で
減
少
す
る
職
⼈
の
労

⼒
が
画
像
処
理
の
現
場
で
激
増
し
て
い
た
。
あ
る
染
⾊

⼯
場
社
⻑
に
よ
る
と
、
I
J
プ
リ
ン
ト
で
も
⼯
場
と
し

て
の
ト
ー
タ
ル
の
⼿
間
は
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
な
い
の
で
、

I
J
プ
リ
ン
ト
の
⼩
ロ
ッ
ト
⽣
産
は
不
採
算（
ま
た
は

サ
ー
ビ
ス
の
⼀
環
）と
み
な
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　
プ
リ
ン
タ
ー
メ
ー
カ
ー
は
I
J
プ
リ
ン
ト
の
⻑
所
を
、

型
が
不
要
、
⾊
糊
の
調
合
や
そ
の
技
術
が
不
要
、
図
案

作
成
に
制
約
が
無
い
、
染
⾊
排
⽔
が
少
な
い
、
⽣
産
リ
ー

ド
タ
イ
ム
が
短
い
、
⼩
ロ
ッ
ト
加
⼯
の
コ
ス
ト
が
割
安
、

な
ど
と
し
て
い
る
が
、
型
紙
の
彫
刻
代
削
減
以
外
は
発

注
者
側
に
は
直
接
関
係
の
な
い
⻑
所
で
あ
る
。
さ
ら
に

⽣
産
す
る
段
階
に
な
っ
て
以
下
の
よ
う
な
短
所
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
ア
ナ
ロ
グ
染
⾊
に
⽐
較
し
て
、
無

地
場
は
ム
ラ
に
な
り
や
す
く
、
濃
⾊
が
出
に
く
い
、
⾊

と
⾊
の
境
界
線
が
き
れ
い
に
出
な
い
、
染
料
は
⽣
地
や

⽷
の
中
ま
で
浸
透
し
な
い
。
さ
ら
に
酸
性
染
料
や
反
応

染
料
で
染
め
る
場
合
、
蒸
し
、
⽔
洗
い
に
加
え
て
I
J

特
有
の
前
後
処
理
が
必
要
な
た
め
、
ア
ナ
ロ
グ
染
⾊
同

様
に
加
⼯
ロ
ッ
ト
が
必
要
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら

短
所
は
ほ
ぼ
全
て
最
終
商
品
の
仕
上
が
り
に
関
わ
る
こ

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
発
注
者
側
は
今
ま
で
は
問
屋
や
図

案
家
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
海
外
⼯
場
に
任

せ
て
い
た
図
案
の
作
成
、
配
⾊
、
素
材
の
⽣
産
背
景
の

確
認
な
ど
専
⾨
外
の
仕
事
に
も
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
い
る
。
ア
ナ
ロ
グ
プ
リ
ン
ト
よ
り
効
率
的
に
⽣

産
で
き
る
と
い
う
気
軽
さ
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

問
屋
の
I
J
プ
リ
ン
ト
発
注
に
関
す
る
⾮
効
率
な
⼿

順
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
発
注
者
側
に
I
J
プ
リ
ン

ト（
に
限
ら
ず
繊
維
）染
⾊
に
関
す
る
知
識
が
不
⾜
し
て

い
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
知
識
と
は
、
I
J

プ
リ
ン
ト
の
⻑
所
短
所
は
も
ち
ろ
ん
、「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

と
⽣
地
の
⾊
は
同
じ
に
は
な
ら
な
い（
同
様
に
紙
と
⽣
地
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
紙
の
⾊
も
同
じ
に
な
ら
な
い
）」と
い

う
こ
と
や
、「
染
⾊
は
絵
の
具
で
⾊
を
塗
る
の
で
は
な
く

化
学
反
応
で
あ
る
」、「
無
地
染
め
と
プ
リ
ン
ト
の
⾊
は

合
わ
な
い
」、「
同
じ
染
料
を
使
っ
て
も
素
材
が
違
え
ば

同
じ
⾊
に
は
⾒
え
な
い
」な
ど
で
あ
る
。

　
I
J
プ
リ
ン
タ
ー
メ
ー
カ
ー
の
中
に
は
測
⾊
器
を
使
っ

て
⾊
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
や
、
す
べ
て
の
⽣
地
の
デ
ー

タ
を
取
っ
て
R
I
P
（raster im

aging processor

）

で
⾊
合
わ
せ
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ア
ナ
ロ
グ
プ
リ
ン
ト
で
あ
れ
ば
染
料
を
調
合
す
る
の
に

測
⾊
器
は
必
要
か
も
し
れ
な
い
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
画

像
は
す
で
に
数
値
を
持
っ
て
い
る
。
洋
服
は
精
密
機
器

で
は
な
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
莫
⼤
な
時
間
と

労
⼒
を
か
け
て
合
わ
な
い
⾊
合
わ
せ
に
意
味
は
無
い
。

し
か
し
発
注
者
側
に
い
る
ア
パ
レ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
染

⾊
へ
の
理
解
が
無
け
れ
ば
、
⾊
合
わ
せ
を
当
然
の
条
件

と
し
て
要
求
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　

理
解
が
不
⾜
す
る
発
注
者
側
の
意
向
に
答
え
よ
う
と

す
れ
ば
、
染
⼯
場
側
の
リ
ス
ク
は
⼤
き
く
な
る
。
そ
れ

を
回
避
す
る
た
め
に
⼿
順
を
複
雑
に
す
る
こ
と
は
本
末

転
倒
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
ア
パ
レ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

感
性
を
活
⽤
し
た
⽅
が
良
い
も
の
が
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
は
ア
パ
レ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
図
案
描
画
を

含
む
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
知
識
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
し
、
そ
の
増
加
し
た
作
業
を
簡
略
化
で
き
る
シ
ス

テ
ム
や
A
I
の
活
⽤
は
必
須
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
次
に
、
も
っ
と
簡
便
な
⽅
法
は
な
い
か
と
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
サ
イ
ト
を
探
し
た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
と

⾔
っ
て
も
国
内
サ
イ
ト
の
多
く
は
メ
ー
ル
の
や
り
取
り

で
、
発
注
メ
ー
タ
ー
数
や
デ
ー
タ
容
量
に
よ
っ
て
加
⼯

賃
が
変
わ
り
、
素
材
も
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
昇
華
転

写
だ
っ
た
。
送
付
し
た
図
案
が
正
し
く
展
開
さ
れ
る
か

と
い
っ
た
点
も
パ
ソ
コ
ン
画
⾯
上
で
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
最
終
的
に
サ
ン
プ
ル
を
発
注
し

た
先
は
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
サ
イ
ト
だ
っ
た
。
対

⾯
で
商
談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
英
語（
ま
た
は
A
I
翻

訳
の
⽇
本
語
）で
、
円
安
の
上
、
送
料
、
関
税
も
か
か

り
、配
達
に
⽇
数
も
か
か
る
。
し
か
し
こ
の
2
サ
イ
ト
は
、

⾃
分
の
投
⼊
す
る
図
案
と
い
う
原
因
と
プ
リ
ン
ト
⽣
地

と
い
う
結
果
の
関
係
が
明
確
に
⾒
え
た
の
で
あ
る
。
海

外
サ
イ
ト
の
⼿
順
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

⃝�

⽣
地
の
選
択
肢
が
多
い（
1
社
は
プ
リ
ン
ト
技
法
の
選

択
肢
も
あ
り
）

⃝�

パ
ソ
コ
ン
画
⾯
上
で
図
案
の
解
像
度
の
可
否
、
サ
イ

ズ
・
リ
ピ
ー
ト
の
調
整
、
プ
リ
ン
ト
上
り
の
⽣
地
全

体
の
イ
メ
ー
ジ
の
確
認
が
で
き
る

⃝�

さ
ら
に
、
オ
ー
ダ
ー
⽣
地
を
使
っ
た
製
品
の
モ
ッ
ク

ア
ッ
プ
イ
メ
ー
ジ
な
ど
も
表
⽰
さ
れ
る
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⃝�

必
要
メ
ー
タ
ー
数
を
発
注
で
き
る（
反
応
染
料
で
も
可
能
）

⃝�

⼊⼒

終
了
後
、
価
格
が
表
⽰
さ
れ
決
済
で
き
る

⃝�

発
注
作
業
は
15
分
ほ
ど
で
完
了
す
る

⃝�

約
1
週
間
で
⼿
元
に
届
く

　

図
1
は
サ
イ
ト
内
マ
イ
ペ
ー
ジ
の
ス
ク
リ
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

当
初
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
⾒
て
い
る
⾊
が
ど
の
よ
う
な

⾊
で
染
め
あ
が
る
か
不
安
だ
っ
た
が
、
イ
メ
ー
ジ
と
近

い
も
の
が
上
が
っ
て
来
た
。
⽣
地
⾒
本
や
⾊⾒

本
も
購

⼊
で
き
、
マ
ス
⾒
本
も
オ
ー
ダ
ー
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
サ
イ
ト
に
よ
っ
て
多
少
⾊
味
が
異
な
る
が
、
何
度
か

同
じ
メ
ー
カ
ー
で
⽣
産
す
る
う
ち
に
、
⾊
の
振
れ
⽅
が

わ
か
っ
て
く
る
の
で
違
和
感
は
減
少
す
る
。
こ
の
レ
ベ

ル
で
⾊
合
わ
せ
が
で
き
れ
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
発
注
で
も
多

く
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
に
利
⽤
で
き
る
と
感
じ

た
し
、
多
少
割
⾼
に
な
っ
て
も
⼩
ロ
ッ
ト
⽣
産
が
簡
単

に
で
き
る
と
い
う
利
点
は
⾮
常
に
⼤
き
い
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
運
営
を
個
々
の
染
⾊⼯

場
に
推

奨
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
し
、⽇
本
の
⽣
産
者
側
に
と
っ

て
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
成
り
⽴
つ
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
極
⼩
ア

パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
極
⼩
ロ
ッ
ト
品
の
サ
ン
プ
ル
や
原

反
を
こ
の
よ
う
な
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
染
⾊⼯

場
を
は
じ
め
関
係
者
の
⼿
間
と
コ

ス
ト
を
⼤
幅
に
削
減
で
き
る
と
考
え
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
流
通
に
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
組
み
込

む
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の

可
能
性

　

こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
現
状
の
流
通
の

中
に
作
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
⾼
い
。
T
シ
ャ
ツ
プ
リ

ン
ト
の
よ
う
に
新
し
い
流
通
を
作
り
出
す
⽅
が
簡
単
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
な
ら
⽇
本
よ
り
も
も
っ
と

適
し
た
国
が
た
く
さ
ん
あ
る
だ
ろ
う
。
⽇
本
が
世
界
に

誇
れ
る
染
⾊
技
術
の
優
位
性
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
、
競
争
⼒
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え
る
。

　
筆
者
は
先
に
、
I
J
プ
リ
ン
ト
を「
⼤
量
⽣
産
，
低
価

格
の
⼤
衆
品
」と
の
感
想
を
述
べ
た
が
、
そ
れ
が
全
て
と

は
思
っ
て
い
な
い
。2
0
2
2
年
に
Y’s
の
店
頭
で
出
会
っ

た
ウ
ー
ル
と
ナ
イ
ロ
ン
混
の
ハ
イ
ゲ
ー
ジ
ニ
ッ
ト
の
商

品
は
、
ア
ナ
ロ
グ
で
も
プ
リ
ン
ト
す
る
こ
と
が
難
し
そ

う
な
⽣
地
の
上
に
I
J
プ
リ
ン
ト
が
さ
れ
て
い
た（
図

2
）。
I
J
プ
リ
ン
ト
で
こ
こ
ま
で
で
き
る
こ
と
に
驚
い

た
と
同
時
に
、
こ
の
⾼
度
な
プ
リ
ン
ト
技
術
は
I
J
プ

図１．Contrado.co.ukのマイページとモックアップ（傘）

図2．Y’s2022秋購⼊品
　　 （ウールナイロンガーゼカモプリント）
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リ
ン
タ
ー
の
性
能
で
は
な
く
、
⽇
本
の
染
⾊⼯

場
の
染

⾊
技
術
で
あ
る
と
感
銘
を
う
け
た
。

　

京
都
の
友
禅
⼯
場
の
I
J
友
禅
も
画
期
的
だ
っ
た
。

通
常
I
J
プ
リ
ン
タ
ー
メ
ー
カ
ー
は
ヘ
ッ
ド
か
ら
出
る

イ
ン
ク
の
滴
の
⼤
き
さ
を
い
か
に
⼩
さ
く
し
て
、
微
細

な
模
様
を
プ
リ
ン
ト
す
る
か
と
い
う
点
に
注
⼒
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
友
禅
⼯
場
は
、
⽣
地
に
染
料
が
良
く

し
み
こ
む
よ
う
に
滴
の
⼤
き
い
プ
リ
ン
タ
ー
を
選
ん
で

導
⼊
し
た
と
い
う
。
滴
が
⼤
き
い
ゆ
え
に
起
こ
る
不
具

合
は
友
禅
⼯
房
の
技
術
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
商
品
を
⾒
て
感
じ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
Y’s
の
ウ
ー
ル
ニ
ッ
ト
や
I
J
友
禅
の
プ

リ
ン
ト
技
術
は
、
I
J
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
⼊
し
た
か
ら

と
⾔
っ
て
⾃
動
的
に
備
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
⼿
間
を

か
け
て
試
⾏
錯
誤
す
る
こ
と
に
よ
り
⽣
ま
れ
た
技
術
で

あ
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
術
に
左
右
さ
れ
に
く
い
と

⾔
わ
れ
る
I
J
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
も
、
⽇
本
の
染

⼯
場
の
技
術
で
こ
の
よ
う
に
差
別
化
商
品
を
⽣
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
世
界
の
中
に
⽇
本

が
存
在
す
る
意
義
で
は
な
い
か
。
⼩
ロ
ッ
ト
対
応
を
オ

ン
デ
マ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
集
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ

の
よ
う
な
技
術
を
要
す
る
商
品
づ
く
り
に
時
間
を
割
く

こ
と
が
で
き
る
。

　

⽇
本
が
複
雑
な
流
通
の
中
で
⾼
品
質
多
品
種
⼩
ロ
ッ

ト
品
を
得
意
と
し
て
⽣
産
し
て
き
た
の
は
、
業
界
に
そ
れ

を
作
り
出
す
歴
史
的
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま

た
そ
れ
を
好
む
市
場
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
21
世
紀

に
な
っ
て
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
ビ
ジ
ネ
ス
の

考
え
⽅
の
基
本
と
な
り
無
駄
な
も
の
は
作
ら
な
い
、
使
っ

た
繊
維
は
繊
維
に
戻
す
、
受
注
⽣
産
、
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
⼩
ロ
ッ
ト
⽣
産
に
は
追
い
⾵
で
、
さ
ら

に
そ
れ
は
⽣
産
の
国
内
回
帰
に
つ
な
が
り
そ
う
で
あ
る
。

　

⽣
産
側
の
個
別
企
業
で
は
す
で
に
C
G
図
案
描
画
、

I
J
プ
リ
ン
ト
、
C
A
D
の
利
⽤
や
ア
パ
レ
ル
サ
ン
プ

ル
の
3
D
利
⽤
な
ど
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い

る
。
こ
れ
ら
を
つ
な
げ
た
先
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
流
通
の

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
D
X
）が
あ

る
と
考
え
る
。
⽇
々
進
化
し
続
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で

そ
の
可
能
性
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
⽣
成
A
I
を
使
っ
て
誰
で
も
リ
ピ
ー
ト
の

つ
い
た
テ
キ
ス
タ
イ
ル
図
案
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
つ

つ
あ
る
し
、
そ
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
図
案
を
作
成
し
た
ソ

フ
ト
と
ア
パ
レ
ル
型
紙
製
図
す
る
ソ
フ
ト
は
プ
ラ
グ
イ

ン
で
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
作
ら
れ
た
デ
ー
タ
は

I
J
プ
リ
ン
ト
の
み
で
な
く
、
⽣
地
の
裁
断
に
も
そ
の

ま
ま
利
⽤
で
き
る
。
さ
ら
に
そ
の
ソ
フ
ト
を
動
か
す
⾃

動
化
A
I
も
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
テ

キ
ス
タ
イ
ル
I
J
プ
リ
ン
ト
を
中
⼼
と
し
て
流
通
を
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン（
I
J
プ
リ
ン

ト
）で
⽣
産
し
た
⽣
地
を
使
っ
た
製
品
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
、

繊
維
t
o
繊
維
の
再
⽣
に
向
け
て
製
品
の
位
置
情
報
収

集
、
製
品
の
回
収
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
素
材
の
訴
求
、

な
ど
も
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

資
本
や
在
庫
は
ど
の
時
点
で
誰
が
持
つ
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
流
通
の
⻑
い
歴
史
の
中
で
、解
決
で
き
な
か
っ

た
問
題
が
今
も
残
る
。
学
校
や
業
界
だ
け
で
な
く
、
学

会
も
分
断
し
て
い
て
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
製
造
業
さ
ら
に

⼩
売
、
消
費
者
ま
で
を
含
む
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
流
通
を
縦

断
す
る
研
究
も
進
ん
で
は
い
な
い
。
し
か
し
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
流
通
を
形
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
関
係
者
が

話
し
合
い
を
始
め
、
お
互
い
に
仕
組
み
や
特
徴
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
流
通
の
分
断
が
埋
め

ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

業
界
を
引
退
し
た
筆
者
に
未
来
は
語
れ
な
い
。
し
か

し
⽇
本
が
作
り
続
け
て
き
た
魅
⼒
的
な
テ
キ
ス
タ
イ
ル

を
こ
れ
か
ら
も
作
り
続
け
て
欲
し
い
と
願
う
。

ⅰ 和服は反物を購⼊した後、個⼈が縫製する
ⅱ �商社とは⼀般的に在庫を持たず貿易や流通を仲介する企業を指
し、問屋は在庫を持つとされるが、繊維ではその限りではなく、
他に産元商社、コンバータやブローカーも存在する。本稿では
まとめて商社・問屋と表記する

ⅲ �紳⼠スーツの既製服が流通の半分（既製服化率50％）を超える
のは1970年代に⼊ってからであり、婦⼈スーツはその数年後で
ある

ⅳ �アパレル製造業者を通さずに⼩売のリスクでプライベートブラ
ンド（PB）製品を委託⽣産し販売する製造⼩売=SPA=Specialty 
Store of Private Label Apparel

ⅴ �ゴムのウェスト、裏地無し、襟無し、ロックミシンの使⽤など
簡易縫製が増加した

ⅵ �経済産業省「ファッションの未来に関する報告書」� �
�https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/
fashion_future/pdf/20220428_1.pdf

*�本稿は「顧客側から⾒たITMA2023のインクジェットプリント-ミ
ラノ繊維関連機械国際⾒本市視察より-」⽇本画像学会誌第63号第
1号：72-80（2024）と「繊維製造業界から⾒たファッションビジ
ネス-2030年に向けた提⾔-」ファッションビジネス学会GAKKAI 
PRESS5号2024年の内容を元に再構成したものである。



染色加工（理解に役立つ科学）

染色加工（基礎）

染色加工（実務と応用）
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一般社団法人日本繊維機械学会主催

テキスタイルカレッジ

　「染色加工（理解に役立つ科学）」講座は、本学会のテキスタイルカレッジで「染色加工」の各講座を受講し
ている方々や、染色加工の実務に携わっている方々、それを学ぼうとされている方々を対象に、染色や加工
の背後にある科学の理解を深めていただくために開講します。染色や加工を科学的に考えることは、そのプ
ロセスの中で起こることの理解に役立つ他に、発生した問題や改良のための課題を解決する方法を見出すた
めの一助となります。染色や加工には様々な物質・材料・構造・現象・反応などが関係し、それを理解する
ための科学的内容も多岐にわたっています。それらを網羅して学習するのに、「何から学べばいいのか？」
とわからない人も多いことでしょう。そのような方に学ぶ糸口を提供するのが本講座です。講義の語り口は
「理解し易く」をモットーとしていますが、学習する中身は本格的な科学的内容です。
　そして、「染色加工（基礎）」の受講者の中で、その基礎内容のベースに流れる科学理論を理解したいと考
える方々の要求に答えるのが本講座です。「わからなかったもやもやを晴らしたい」、「かつて学んだことの
復習をしたい」、「今まで学ぶ機会がなかった」といった方々の受講をお待ちしています。

　「染色加工（基礎）」講座は、多様なテキスタイル素材に関連する染色加工技術、品質保証などについて実
践的な知識を得たいと思っておられる方々を対象に、染色加工技術の基本的な考え方や染料、助剤および機
械・装置の概要、さらに天然繊維と合成繊維に対する染色加工技術全般について「やさしく、わかりやすく
解説する」ことに重きを置いた基礎講座です。
　講義内容は、染色加工に従事されている方々のみならず、アパレル製品の品質問題で日々悩んでおられる
方々、アパレル製品の企画、設計、販売に携わっておられる方々、クリーニング関係の方々にとって「染色
加工を考えるにあたっての拠り所となり得る」ものですので、幅広い分野の方々のご参加をお待ちしており
ます。

　テキスタイルカレッジ「染色加工（基礎）」では、染色の基本的な考え方から天然繊維と合成繊維での染色
加工技術に関する基本技術について原理を含め「やさしく、わかりやすく」解説しました。「染色加工（実務
と応用）」では、繊維業界に長年携わってこられた方々に、基礎講座を踏まえ繊維別に染色・高機能加工の
実際の対応や応用技術に関して詳細に解説していただき、さらに高機能繊維などの性能評価、省エネ・環境
関連技術、安全性と法規制、染色工場のQAプロセスに至る現在の繊維業界が抱えている課題を「よりわか
りやすく」解説していただきます。
　講義内容は、最近の技術の進歩や新たな染色加工技術への展開についても触れていただきます。実務で染
色加工に携わっておられる方々のみならず、アパレル製品関連をはじめコストダウンや環境関連（SDGs）技
術分野をも含めた幅広い分野の方々を対象としていますので、多数の方々のご参加をお待ちしております。

　今年度の案内を抜粋致しました。来年度も開催が予定されており、日本染色協会は協賛と受講費の一部の補助を予
定しております。人材育成の一環として受講をご検討下さい。また本講座への要望がございましたら事務局までご連
絡下さい。主催者と調整させて頂きます。
連絡先：nisen.osk@moon.email.ne.jp（担当：大島）
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（注） 2015（平成27）年に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除された品目があります。

項　目
織    　　　  物 ニット生地 織物・ニット生地合計

従業者数
数　量　（百万㎡） 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額

長繊維 短繊維 計 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （人） 前年比
2014年 785 638 1,424 99.8 1,267 102.8 412 100.7 476 101.4 1,835 100.0 1,743 102.4 10,262 97.1 
2015年 768 653 1,421 （99.9） 1,268 100.1 403 97.8 465 97.8 1,824 （99.4） 1,733 99.5 10,162 99.0 
2016年 767 648 1,416 99.6 1,251 98.6 401 99.7 460 98.8 1,817 99.6 1,710 98.7 10,321 101.6 
2017年 778 643 1,421 100.4 1,242 99.3 400 99.8 448 97.5 1,821 100.2 1,690 98.8 10,076 97.6 
2018年 774 628 1,402 98.7 1,233 99.3 411 102.6 455 101.5 1,813 99.6 1,688 99.9 10,196 101.2 
2019年 756 605 1,361 97.0 1,217 98.7 402 97.7 442 97.0 1,763 97.2 1,659 98.3 9,985 97.9 
2020年 601 567 1,167 85.8 977 80.2 347 86.5 370 83.7 1,514 85.9 1,346 81.2 9,703 97.2 
2021年 619 557 1,176 100.8 1,019 104.3 379 109.1 397 107.5 1,555 102.7 1,416 105.2 9,513 98.0 
2022年 606 558 1,165 99.0 1,081 106.1 388 102.4 418 105.3 1,552 99.9 1,500 105.9 9,103 95.7 
2023年 610 548 1,159 99.5 1,117 103.3 389 100.4 443 105.9 1,548 99.7 1,560 104.0 8,754 96.2 

2023年1-3月 150 135 286 99.2 271 105.6 97 106.0 107 112.4 383 100.8 378 107.4 8,899 95.3 
2024年1-3月 147 122 269 94.0 270 99.7 89 91.0 103 96.1 358 93.3 373 98.7 8,767 98.5 
2023年4-6月 155 140 295 102.0 282 105.1 98 103.4 112 109.5 392 102.3 394 106.3 8,908 95.0 
2024年4-6月 155 131 286 97.0 286 101.4 90 92.5 106 95.1 376 95.9 392 99.6 8,831 99.1 
2023年7-9月 150 136 286 100.0 277 102.2 94 96.3 108 102.1 381 99.1 386 102.2 8,846 96.0 
2024年7-9月 142 130 272 95.1 273 98.6 88 93.1 102 93.8 360 94.6 375 97.3 8,740 98.8 
2023年10月 51 47 98 98.4 96 100.7 34 98.9 39 104.5 132 98.5 135 101.8 8,835 96.2 
2024年10月 54 49 102 104.0 103 107.9 32 94.7 38 96.1 135 101.6 141 104.5 8,741 98.9 
2023年1-10月 506 459 965 100.2 926 103.9 323 101.5 367 107.5 1,289 100.5 1,293 104.9 - -
2024年1-10月 497 432 929 96.3 933 100.7 299 92.5 349 95.1 1,228 95.3 1,282 99.2 - -

（従業者数は3月・6月・9月・10月末）

（注）	�2023（令和５）年以前の数値は、経済産業省 生産動態統計年報 繊維・生活用品統計編による確定値、2024（令和６）年の数値は、
生産動態統計月報の累計です。

	 2015（平成27）年１月に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除、統合された品目があります。
	 2015（平成27）年	 削除：織物の「麻織物」、毛布の「毛布」及び「加工金額」
		�  加工数量の前年比の（　）内の数値は、2015（平成27）年改正に対応するため、2014（平成26）年の数値

から削除された「麻織物」を差し引いた数値と比較して算出した比率です。
	 四捨五入により下一桁に誤差の生じる場合があります。
	 比率は数量千㎡、金額千円単位での計算値。
※ �2023（令和５）年経済産業省 生産動態統計年報が公表されましたので、2023（令和５）年の数値を、月報の数値より年報による確定値に変更いた

しました。（2024.6.28）

前年比：%

染色整理加工実績推移 （数量・金額・従業者数）

長・短織物及びニット生地加工数量 織物及びニット生地加工金額
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ニッセンケンだより 持続可能な
産業の実現へ

　エコテックス®認証は、製品・工程等の認証対象に応じてさまざまなシリーズがある、安全・安
心な繊維・皮革製品の国際的な認証です。たとえば、繊維製品を対象とする「エコテックス®スタ
ンダード100（OEKO-TEX® STANDARD 100）」や、工場の持続可能な生産を対象とする「エコテッ
クス®ステップ（OEKO-TEX® STeP）」（以下、ステップ）があります。
　そのステップ認証が、昨年９月に経済産業省より明示された『繊維企業が「特定技能外国人」を受
入れる要件の一つ』になったことを受け、多くのお問い合わせをいただいていることから、今回ご
紹介いたします。

◆エコテックス®ステップとは
　ステップは「Sustainable Textile & Leather Production（＝STeP）」の
略で、持続可能な繊維および皮革の生産を意味します。繊維・皮革製品の生
産および工業用ランドリーにおいて、社会的および環境的な側面における最
高水準の基準を設定しており、企業の従業員や環境への責任を示すとともに、
より持続可能な生産活動を支援する認証です。
　認証の対象となるのは、繊維産業では紡績工場、染色工場、縫製工場な
ど、皮革産業ではビームハウス、鞣し工場などの製造現場で、認証取得国数：
33ヵ国以上、認証取得件数：1,223件（2024年４月時点）と、アジアを中心に年々飛躍的に増加しています。

◆国際認証＝エコテックス®ステップの取得が企業の国際競争力向上にもつながります
　ステップ認証数の伸長が示すとおり、製品の品質・安全性だけでなく、生産工程においても社会的・環境的側面に
配慮した安全性とサステナビリティが求められる時代が到来しています。繊維企業がどのように生き残っていくかが、
これからますます重要な課題となる中、ステップのような国際認証の取得に取組み、企業の国際競争力を向上させる
ことが、そのひとつの答えとなるのではないでしょうか。
　ニッセンケンにはステップ認証のための監査員が在籍しており、日本語での対応が可能な監査システムがすでに整
備されています。自社のグローバル化やサステナビリティへの取組みにお悩みの皆さまにおかれましては、ぜひ認証
を活用した企業価値の向上をご検討いただけますと幸いです。

　ステップ認証取得のためのフロー等についての詳細は、	
ニッセンケンホームページのコラム「ニッセンケンメモ」に	
掲載しておりますので、併せてご確認ください。

　ニッセンケンは、アジアで唯一のエコテックス®認証機関として、これからも各サプライチェーンのサステナブル
な取組みを広くサポートしてまいります。

〒111-0051 東京都台東区蔵前2-16-11　TEL：03-5830-6660　E-mail：pr-contact@nissenken.or.jp
（本部）一般財団法人ニッセンケン品質評価センター

【エコテックス®に関するお問い合わせ先】
　一般財団法人ニッセンケン品質評価センター　ライフ アンド ヘルス事業本部　エコテックス®事業部
　〒124-0012 東京都葛飾区立石4-2-8
　Tel：03-5875-6055 ／ E-mail：oeko-tex@nissenken.or.jp

ニッセンケン エコテックス®
公式ウェブサイト

「エコテックス®ステップ」
認証取得のための
概要とフローをご紹介します
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お 知 ら せお 知 ら せ

日本染色協会
⃝第３回　理事会（書面開催）	
	 11月 ６日
⃝第２回　技術・環境対策委員会	
	 11月12日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
⃝第２回　技術・環境講演会	
	 11月12日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
⃝第２回　取引・情報委員会及び長繊維情報部会合同会議	
	 12月12日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
⃝第３回　技術・環境対策委員会	
	 12月24日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
経済産業省
⃝中小企業省力化投資補助金セミナー	
	 11月19日　於　岐阜市民会館
⃝�第２回　繊維産地におけるサプライチェーン強靱化に向けた対応検討会	
	 11月27日　於　経済産業省
⃝�第３回　繊維産地におけるサプライチェーン強靱化に向けた対応検討会	
	 12月19日　於　経済産業省

日本繊維産業連盟
⃝幹事会	 11月11日　於　Web会議
⃝第152回　通商問題委員会	
	 11月19日　於　Web会議
⃝第64回　環境安全問題WG	
	 11月28日　於　リモート
⃝第２回　常任委員会	 12月 ９日　 於　野村コンファレンスプラザ日本橋
⃝技能実習適正化・取引適正化委員会	
	 12月 ９日　 於　野村コンファレンスプラザ日本橋
繊維産業流通構造改革推進協議会
⃝第１回　臨時理事会	 11月 １日　於　TFTビル
⃝第１回　臨時総会	 12月 ６日　於　TFTビル
全国短繊維織物無地染工業組合
⃝第３回　企画・情報委員会	
	 11月26日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
日本経編整染工業組合
⃝令和６年度　交流会	 11月 ７日　於　KKRホテル金沢
日本綿業振興会
⃝評議員会	 12月 ３日　於　綿業会館
繊維評価技術協議会
⃝「繊維製品の環境配慮設計に関する標準化」	
　第２回　技術分科会	 12月23日　於　アットビジネスセンター東京八重洲通り
日本化学繊維協会
⃝�「繊維製品の環境配慮設計に関する標準化」	
第２回トレーサビリティ情報分科会	
	 12月 ６日　於　コンファレンスプラザ日本橋

繊維製品技術研究会（ATTS）
⃝第251回　繊維製品技術研究会	
	 11月15日　於　ドーンセンター
繊維学会
⃝学会誌編集委員会	 11月19日　於　リモート
日本繊維機械学会
⃝テキスタイルカレッジ「染色加工（実務と応用）」講師	
	 11月26日・27日　於　大阪科学技術センター

　新年明けましておめでとうございます。本年もどう
ぞよろしくお願いいたします。
　元日は毎年、家族揃って近所の神社へ初詣に行くの
が恒例となっている。その神社は小さいながらも優美
な佇まいで江戸初期の建物として県の文化財にも指定
されている。79段の石段を上ると左手に手水舎がある。
コロナが流行してから水は張られていなかったが、今
年は久しぶりに綺麗な水が湧き出ていたので、手と口
を清めてから拝殿へと向かう。そして賽銭箱に小銭を
入れて鈴を鳴らし感謝を述べて、また新しい１年が始
まる。
　ところで、最近では賽銭を電子マネーで支払える寺
や神社があるようだ。キャッシュレスの普及は感じて
いたが、寺社でも採用しているとは驚きだ。取り入れ
た理由は、硬貨両替の手数料が有料になった事やコロ
ナ禍による接触回避、防犯対策（賽銭泥棒防止）、また
外国人観光客でも賽銭を納めやすいように…など様々
だが、神や仏に感謝し崇める気持ちは持ち続けながら、
必要な変化は率先して柔軟に受け入れているのだなと
感心する。他にも、電子マネーで賽銭を送金するので
はなく、代わりとなるコインを１枚500円で販売してい
るところもある。こちらも支払いには電子マネーが利
用でき、お守りなどを購入する際にも使え、お土産と
しても喜ばれているようだ。
　保険証もデジタルへと移行し（まだまだ課題は多そう
だが）時代はどんどん進化している。2025年、巳年。繊
維業界も変革の時にある。これまでに培った日本が誇
る繊細な技術力や品質の高さは守り続ける一方で、新
しいものを取り入れて、変化に柔軟に対応する力も益々
必要になってくるだろう。自身も蛇のように脱皮し、
成長できる１年でありたい。

（E-mail address：gyoumu.osk@nissenkyo.or.jp）
� 一般社団法人日本染色協会　編集部

編集後記 主 要 行 事 令和₇年11月・12月

　当協会では、会員の人材育成活動を支援するため、令和６年は下記の教育講座の受講料の一部を補助致しました。
　テキスタイルカレッジ｢染色加工｣は８社の会員企業から延べ19名の参加がございました。「実践の染色講座」は３
社の会員企業から４名の参加がございました。
　令和７年も人材育成の支援を継続し、更なる強化･拡大を検討致します。ご要望がございましたら下記講座以外で
も検討させて頂きます。皆様のご意見をお待ちしております。

教育講座の補助を実施しました

日本繊維技術士会（JTCC）主催
　・「実践の染色講座」

【対象講座】
　日本繊維機械学会主催
　・テキスタイルカレッジ �「染色加工（理解に役立つ科学）」 

「染色加工（基礎）」 
「染色加工（実務と応用）」
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●用紙：琵琶湖の環境保全活動を支援する寄付金付びわ湖環境ペーパー
　　　 責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
●製造、廃棄に発生するCO₂をカーボンオフセット済
●CO₂排出量：1,811g/部

1,811


